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い ば ら き
市議会だより   　

　令和 7 年第５回定例会を 12 月４日から
17 日までの 14 日間の会期で開催しました。
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スマートフォン等でスマートフォン等で
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一般会計補正予算質疑※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

全
国
的
に
熊
に
よ
る
被
害
が
相

次
い
で
い
る
。
本
市
で
は
、
熊

本
市
の
保
育
需
要
は
転
換
点
を

迎
え
つ
つ
あ
り
、
定
員
拡
大
を

重
視
す
る
量
的
な
施
策
か
ら
、
保
育
所

選
び
の
幅
を
広
げ
、
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
よ
う
な
質
的
な
施
策
へ
重
点
を
移

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
送
迎
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
そ
の
具
体

策
と
し
て
有
力
な
選
択
肢
の
１
つ
だ
と

考
え
る
が
、
他
の
自
治
体
の
事
例
研
究

や
コ
ス
ト
の
試
算
、ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
、

農
業
経
営
を
取
り
巻
く
現
状
は

厳
し
く
、
食
糧
の
安
定
供
給
の

た
め
に
新
た
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｊ
Ａ
茨
木
市
と
の
包
括
連
携
協
定
を
活

用
し
、
農
業
経
営
経
験
者
の
組
織
化
を

図
り
、
従
事
者
の
雇
用
を
念
頭
に
、
そ

の
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

Ｊ
Ａ
茨
木
市
に
お
い
て
、
す
で

に
組
合
員
の
営
農
を
支
援
す
る

受
託
部
会
が
あ
る
た
め
、
新
た
に
プ
ロ

食
糧
安
定
供
給
の
た
め
の
組
織
を

問

問

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
は

12 月定例会 

一般会計補正予算

(第４号)質疑

　12 月４日、５日の２日間にわたり、令
和 7 年度一般会計補正予算（第４号）に
対する質疑を行いました。
　誌面の都合上、質疑の一部しか掲載で
きません。詳しい内容は、市議会ホーム
ページ等で公開予定の会議録をご覧くだ
さい。（2 月中旬予定）

左記二次元コードから
録画配信を
ご覧いただけます。

答

熊
に
関
す
る
通
報
へ
の
対
応
等
は

学
校
現
場
で
は
、児
童
虐
待
に
対

し
組
織
的
な
対
応
を
と
る
こ
と

か
ら
、全
体
意
見
の
一
致
が
優
先
さ
れ
、

一
教
職
員
の
反
論
が
生
ま
れ
に
く
い
た

め
に
、速
や
か
な
通
告
が
な
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。ま

た
、通
告
は
組
織
的
な
判
断
と
と
も
に
、

一
教
職
員
の
判
断
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ

る
べ
き
で
、通
告
者
が
秘
匿
さ
れ
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

教
職
員
が
意
見
を
伝
え
や
す
い

風
土
を
築
く
必
要
性
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
虐
待
発
見
時
は
、緊
急

に
会
議
等
を
開
催
し
、教
職
員
の
意
見

や
情
報
を
正
確
に
収
集
し
た
上
で
方
針

を
決
定
し
、通
告
に
至
っ
て
い
る
。ま
た
、

通
告
者
の
秘
匿
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

学
校
現
場
で
の
通
告
に
お
け
る
対
応
は

問答

  

会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

   

森
本
　
麗
子

  

大
阪
維
新
の
会

  

浅
野
　
優
子

 

自
由
民
主
党
・
絆

   

下
野
　
巖

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
考
え

は
な
い
が
、
地
域
か
ら
集
落
営
農
組
織

等
の
設
立
に
向
け
た
相
談
が
あ
れ
ば
、

Ｊ
Ａ
茨
木
市
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

  

い
ば
ら
き

　
　  

未
来
の
会

  

櫻
井
　
淳
貴

に
関
す
る
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、

猟
友
会
と
と
も
に
、
速
や
か
に
現
場
の

状
況
を
分
析
し
、
情
報
の
信
憑
性
を
判

断
し
た
上
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
庁

内
で
の
情
報
共
有
お
よ
び
府
や
他
自
治

体
な
ど
と
の
連
携
状
況
は
ど
う
か
。

庁
内
関
係
各
課
と
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
情
報
共
有
を
行
い
、
適
切

な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
連
携
し
て
い

る
。
ま
た
、
府
作
成
の
大
型
野
生
獣
の

出
没
等
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
府
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

自
治
体
と
も
情
報
交
換
を
行
い
、
警
戒

体
制
を
整
え
て
い
る
。

答問
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市
議
会

だ
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
物
価
高
騰

も
考
慮
し
、
家
賃
と
人
件
費
の
補
助
上

限
額
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

物
価
高
騰
と
社
会
情
勢
の
変
化

等
を
踏
ま
え
、
事
業
者
か
ら
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
補
助

金
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
イ
ハ
ウ
ス（
※

１
）の
事
業
運
営
に
お
い
て
、
運

営
事
業
者
か
ら
の
意
見
と
し
て
、
物
価

高
騰
に
よ
り
人
件
費
や
運
営
費
等
が
上

昇
し
、
運
営
の
担
い
手
等
の
確
保
に
影

響
が
生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
補
助
上
限

額
の
増
額
を
含
め
補
助
金
の
見
直
し
が

補
助
上
限
額
の
見
直
し
の
検
討
は

問

誘
致
病
院
の
小
児
救
急
は
、
入

院
・
手
術
が
必
要
な
２
次
救
急

患
者
の
み
の
受
入
れ
を
計
画
し
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。
２
次
救
急
患
者
の

受
入
れ
の
み
で
、
誘
致
病
院
に
係
る
基

本
整
備
構
想
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
小

児
救
急
医
療
の
充
実
」と
い
う
市
民
の

要
望
は
か
な
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。誘

致
病
院
は
、中
等
症
以
上
の

救
急
搬
送
患
者
の
受
入
れ
強
化

を
目
的
に
、市
内
２
次
救
急
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、小

児
の
２
次
救
急
患
者
の
多
く
が
市
外
に

搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
市
の
課
題

の
１
つ
と
考
え
て
お
り
、
小
児
２
次
救

急
を
誘
致
病
院
で
実
施
す
る
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

誘
致
病
院
に
お
け
る
小
児
救
急
の

意
義
は

問

導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

本
市
の
保
育
需
要
の
動
向
を
踏

ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
、
調
査

お
よ
び
検
討
を
進
め
て
い
く
。

答

答答

公
営
合
葬
式
墓
地
の
設
置
は

  

公
　
明
　
党

   

北
原
　
正

  

い
ば
ら
き

　
　  

未
来
の
会

  

仁
木
　
和
芳

  

大
阪
維
新
の
会

   

栗
尾
　
憲

（※ 1）コミュニティデイハウス： 地域の介護予防の拠点施設として、介護予防講座や運動のほか、食
事の提供、趣味・レクリエーション活動、入浴事業や送迎を行って
いる。（入浴事業や送迎は未実施施設あり、送迎は利用要件あり）

病
院
誘
致
事
業
は
民
設
民
営
と

の
認
識
で
間
違
い
な
い
か
。
病

院
事
業
者
候
補
者
か
ら
、
総
事
業
費
が

当
初
の
約
２
．5
倍
と
な
る
旨
の
文
書

が
新
た
に
提
出
さ
れ
た
。
病
院
誘
致
事

誘
致
病
院
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

市議会のうごき
12 月

24日 19日 17日 15日 11日 10日 ９日 ５日 ４日

幹
事
長
会

高
校
生
と
茨
木
市
議
会
と
の

意
見
交
換
会

幹
事
長
会

議
員
総
会

本
会
議
（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

幹
事
長
会

議
会
広
報
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

本
会
議
（
２
日
目
）

本
会
議
（
初
日
）

業
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
市
に
対
し
て

建
設
費
や
運
営
経
費
の
赤
字
補
填
へ
の

財
政
的
支
援
の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
文
書
も
踏
ま
え
た
、
市
の

考
え
は
。募

集
要
項
に
お
い
て
も
民
設
民

営
で
の
公
募
と
し
て
い
る
。
誘

致
病
院
に
は
、
採
算
の
と
り
づ
ら
い
救

急
医
療
な
ど
の
医
療
機
能
の
提
供
を
義

務
付
け
て
お
り
、
一
定
の
支
援
は
必
要

と
考
え
る
が
、
単
な
る
病
院
経
営
の
赤

字
補
填
と
な
ら
な
い
よ
う
、
本
市
の
財

政
状
況
等
を
見
極
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
共
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
、引
き
続
き
、

協
議
・
調
整
を
重
ね
て
い
く
。

長
年
暮
ら
し
た
土
地
に
、
家
族

に
負
担
を
残
さ
な
い
形
で
墓
を

選
び
た
い
と
い
う
声
を
市
民
の
方
か
ら

聞
い
て
い
る
。
公
営
の
合
葬
式
墓
地
を

設
置
し
て
い
る
近
隣
市
で
は
、
生
前
予

約
を
含
め
多
く
の
需
要
が
あ
る
と
の
こ

と
で
、
本
市
に
お
い
て
も
需
要
は
少
な

く
な
い
と
考
え
る
。
公
営
合
葬
式
墓
地

の
設
置
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

現
時
点
で
は
、
市
営
墓
地
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
を
優
先
し

な
が
ら
、
合
葬
式
墓
地
に
つ
い
て
、
公

営
で
取
り
組
む
根
拠
を
含
め
、
引
き
続

き
事
例
研
究
等
を
行
い
な
が
ら
、
課
題

の
整
理
を
行
っ
て
い
く
。

問

答

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

   

辰
見
　
直
子

問 答
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と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
の
計
画
か
ら

遅
れ
て
い
る
が
、
原
因
は
何
か
。

対
象
学
年
の
拡
大
に
よ
る
児
童

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の

場
所
の
確
保
等
の
見
通
し
や
、
拡
充
計

画
の
検
討
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
、
ま
た
、
令
和
７
年
度
に
一
部
の

学
童
保
育
室
で
利
用
児
童
数
の
推
計
値

を
上
回
る
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
実
施
時
期
の
再
検
討
を
行
っ
た
た

め
で
あ
る
。

一般会計決算特別委員会での関一般会計決算特別委員会での関
高校生との意見交換会を開催

（※ 2）茨木みちクルプロジェクト：ＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅をつなぐ中央通り・東西通りの東西軸を対象に、
安全面の環境整備や道路空間の利活用等により、人中心の魅力的な空間
に再編することを目的として本市が進めている一連の取組みのこと。

お
に
ク
ル
は
市
の
取
組
み
と
建

築
デ
ザ
イ
ン
が
高
い
相
乗
効
果

茨
木
み
ち
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
※
２
）の
取
組
み
と
し
て
、
今

年
度
に
３
回
目
の
社
会
実
験
が
実
施
さ

れ
た
が
、今
後
も
実
施
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
回
の
社
会
実
験
で
新
た
な
課

題
も
見
え
て
き
た
と
の
こ
と
だ
が
、
本

市
の
ス
ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
将
来
像
に
変
化

は
あ
る
の
か
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
て
い
る

実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

茨
木
市
学
童
保
育
室
整
備
計
画

に
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
目

標
と
し
て
入
室
対
象
学
年
の
拡
大
に
つ

い
て
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際

は
モ
デ
ル
実
施
の
た
め
の
計
画
策
定
が

８
年
度
、
モ
デ
ル
実
施
が
９
年
度
以
降

公
共
施
設
に
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
意
識
を

問

学
童
入
室
対
象
学
年
の
拡
大
に
つ
い
て

中
央・
東
西
通
り
の
将
来
像
に
つ
い
て

問 問答

報
道
に
よ
る
と
、
ダ
ム
パ
ー
ク

内
の
建
物
工
事
に
お
い
て
、
下

請
け
業
者
が
建
設
業
法
上
、
無
許
可
で

請
負
が
可
能
な
限
度
額
を
超
え
て
工

事
を
受
注
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
事

業
者
は
説
明
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ

り
、
少
な
く
と
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

経
緯
や
施
設
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
掲

載
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、市
お
よ
び
民
間

事
業
者
に
直
接
的
な
問
い
合
わ

せ
は
な
い
た
め
、各
々
が
関
係
者
へ
個

別
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。今
後
の
問

い
合
わ
せ
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
積
極

的
な
風
評
被
害
の
防
止
措
置
を
要
す
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
等
も
含
め
、検
討
し
て
い
く
。

ダ
ム
パ
ー
ク
建
物
工
事
の
説
明
責
任
は

問答

答

を
生
ん
だ
好
事
例
で
あ
る
。
今
後
、
少

子
化
に
よ
る
人
口
減
少
な
ど
で
公
共
施

設
の
再
編
が
必
要
と
な
る
中
で
、
お
に

ク
ル
の
知
見
を
生
か
し
て
は
ど
う
か
。

公
共
施
設
に
お
い
て
建
築
デ
ザ
イ
ン
の

意
識
を
継
続
的
か
つ
分
野
を
超
え
て
浸

透
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。建

築
デ
ザ
イ
ン
も
重
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
お
に
ク
ル
は
空
間
・

照
明
・
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
の
持
つ
力
が

発
揮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
高
い
評
価

や
多
く
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
既
存
公

共
施
設
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
の
力
を
取
り

込
ん
で
い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
力
を
最
大
限
生
か
し
て
い
く
。

  

会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

大
嶺 

さ
や
か

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

上
田
　
光
夫

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

西
野
　
貴
治

  

公
　
明
　
党

  

和
田
　
美
紀

に
沿
っ
て
、
将
来
像
の
具
現
化
を
目
指

し
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
社
会
実
験
な
ど
を
実
施
し
な
が

ら
、
住
民
や
沿
道
事
業
者
の
共
感
に
つ

な
げ
、
段
階
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 3 回目の社会実験となった茨木みちクルプロジェクト 3 回目の社会実験となった茨木みちクルプロジェクト

答
　令和 7 年 12 月 19 日に、追手門学院高校・早稲
田大阪高校の皆さんと意見交換会を開催しました。
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大 阪 維 新 の 会 自 由 民 主 党 ・ 絆 公 明 党 い ば ら き
未 来 の 会

会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

栗
尾　
　
憲

岩
本　
　
守

浅
野　
優
子

長
谷
川　
浩

川
口　
元
気

円
藤
こ
ず
え

永
田　
真
樹

西
野　
貴
治

塚　
　
　
理

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

北
原　
　
正

和
田　
美
紀

松
本　
泰
典

青
木　
順
子

大
村　
卓
司

仁
木
　
和
芳

櫻
井
　
淳
貴

西
本
　
睦
子

安
孫
子
浩
子

片
岡　
　
真

佐
藤　
　
恵

森
本　
麗
子

大
嶺
さ
や
か

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

人
　
事
　
案
　
件

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて

【百田 愼一 氏】
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

(適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて

【畠山 眞悟 氏】
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

(適任）

条
　
　
　
例

茨木市職員旅費条例の全部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市里山センター条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市農業委員会の委員及び農地利用最
適化推進委員の定数を定める条例の一部
改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市議会議員及び茨木市長の選挙にお
ける選挙運動の公費負担に関する条例の
一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 可決

茨木市火災予防条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
　
の
　
他

茨木市忍頂寺スポーツ公園の指定管理者
の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

町及び字の区域並びに名称の変更等につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市市民栄誉賞受賞者の選定につき同
意を求めることについて

【森 健司 氏】
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

補 

正 

予 

算

令和７年度大阪府茨木市一般会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度大阪府茨木市一般会計補正予
算（第 5 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

［修正動議］

［原案］{

◆議長（自由民主党・絆：福丸　孝之議員）は採決に加わりません。
◆ 12 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、12 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

 可決された意見書

（ ○：賛成、×：反対 )

一般会計決算特別委員会での関係書類審一般会計決算特別委員会での関係書類審査査 請 願
　12 月定例会に提出された請願は民生常任委員会の審査を経て、12 月 17 日の最終本会議で採決の結果、
次のとおり決定しました。
◆請願第１号　乳・幼児期から学童期までの保育・学童保育、子育て支援施策の
                     拡充を求めることについて……………………………………………………………【不採択】

　12 月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。
◎最高裁判決に基づき全ての生活保護利用者に対する速やかな被害回復措置を求める意見書
◎医療機関の経営改善に向けた診療報酬制度及び税制の見直しを求める意見書
◎地方税財源の充実確保を求める意見書
◎地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措置を求める意見書

12 月定例会議決結果


